


本報 Fお いてぼ Zの 信頼性 ど検討 す る

ための実験 ど行 って その手当'庄ど稽 々

検討 し,fF`マ す ~プ タンクのす着形

式 の受イιに伴 ラ水撃圧 の要イヒの特棋 ど

実験 によ `清 ク研 究 する_

実験 :=使用 ι書げ路 ぼ絶延長 /酵.%

“ の ィ飲管略 ゼあ り, そ の内貯ボj7=|
' (高

フK槽 )か らす「シタンクまZの 音β

かが 94.ρ2れ (肉径 ダ.27`″),す .デ

タシワ″ヽう向宮界まゼが `θ・92れ ζ内

径 75`´"′ 管 肉厚 /・夕2″″ )ぞ ある.

す●ジタンク断 面は 6θ`″X`θ ご″ 角

ウ凛‐1 由 塞器 (午 と由塞ギ置)

理lマ̈あり, Zの 基守「種々のす者の市り水口ど歌りつける.向 塞器の部分ぼ 安 貞-1 に見

ら れ る よ う ゼ あ , 7 ,″ 旬塞 断 面 t左 ● 仁 狭 い矩 千タス リ ぃ′ 卜Jだと と,  =れ ど フ
゜一 リ ー を介 ι

て可受速F― ターの動きに連緬 ざれをカムの商転により時向的に直線的に向塞する。

図二i ra)暉伸1水口すニブ,レ クの場合の実瞼結果の一rFIJ(777めの流量 θ.`θθ′/5ac′ 儒f

水 口絞 りしど 1/ 1 7 . 7 , )を あ り,太 線 ぼ 記 録 さ れ ■ 実 験 口繰 ゼ あ り; す E細 線 ほ B・ὴ ″[

あ図解法によう言1算値 ゼある.曰 図 (b)ほ その場合の Bθη:η: の 図静若 の詳細 ぎある.
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図-2  怖′1水ロサ~デ 'ン クの場合 の実験 rLFと計 算値

図 - 2  t  t tι
怖1水 ロ サ ー ジ タ ン ク の 場 合 の 実 蛤 結 果 の 一″ば 者ηめ の 流 曇 .需 り水 口絞 りιど

I T図 「1‐の 場 合 と日 ι. )ゼ あ る が′ 図
- 1  の

場 イトに しに して 早 く由 塞 Lた 場 合 7あ る。 両 図

の夕lに つ い マ 見 マ t ,計 算 値 に よ く実験 と 一
夕 ι ラ う キ の を あ リフ =な う の 訂 軍 方 翡 ぼ 十

分 実 用 |・任 し ラ る 1の と記 あ ら れ る。

本研 究 の ~者βは文計 省試 験61F電営 の補 ヨ″にょ って ぃる.
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